
凡例
科⽬区分（再掲は薄
⾊表⽰）

基幹教育必修 基幹教育選択必修 卒業研究 専攻必修 専攻選択 国際コース
選択必修

修⼠課程
必修科⽬

修⼠課程
選択科⽬

博⼠課程
必修科⽬

博⼠課程選択科⽬

1年生 2年生 3年生 4年生 M1 M2 M1&M2
D1-3

Tuning  領域 学修目標　学士課程 修士課程 博士課程 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 春期 秋期 春期 秋期 D1 D2 D3

D-7. 科学・技術と社会のかかわりを理解し，課程修了後のキャリアパ
スを設計する能力を養う。

D-7.  科学技術の成果の社会への還元のための方策を、国際的な視点
に立って検討することができる。

先端学際科学
{5101}

先端学際科学
{5101}

リサーチマネージメント上級Ⅰ
{7201}

リサーチマネージ
メント上級II
{7202}

リサーチマネージ
メント上級III
{7203]

D-6. 自らの考えや実験結果を、英語で分かりやすく伝える能力を養
う。

D-6. 自らの研究成果に関する論理を構築し、それらを英文で表現
し、さらに英語でプレゼンテーションする能力を養う。

英語表現Ⅰ
{5211}

英語表現II
{5212}

リサーチ
プレゼン
テーション
I
{7204}

リサーチ
プレゼン
テーション
II
{7205}Ⅱ

リサーチ
プレゼン
テーション
III
{7206}

積極性・
柔軟性

D-3. 単純には理解できない不思議な自然現象に関して、物理学の基
本法則に基づき、積極的に考察することができる。

D-5. 物理法則に基づいた原理的視点により，問題を理解し取り組む態
度を身に付ける。

D-5.  これまでに体得した物理的素養に基づいた多面的視点により、
問題を理解し取り組む態度を身に付ける。

D-4. 個々の研究テーマを題材にして、研究調査、研究計画の立案、研
究実施、自己評価、研究発表という一連の研究プロセスを身に付け
る。

D-4. 個々の研究テーマを基軸にして、フロントリサーチャーにふさ
わしい研究能力の基礎を身に付ける。

D-3. 関連する研究分野の科学技術の動向や今後の展望などを調べ、ま
とめることができる。

D-3.  分野の世界的研究動向や展望を踏まえつつ、適切な研究課題を
設定できる。

リサーチレビュー
{5102}

D-2. 科学研究の公正さを保証するための基本事項を理解し守ることが
できる。

D-2.  科学研究の公正さを保証するための事項を適切に理解し、健全
性の向上に努めることができる。

論理的思考
D-1. 非典型的な自然科学現象を正確・明確・端的に論述・説明する
ことができる。

D-1. 物事を合理的に推論し理解する志向性を身に付ける。
D-1.  科学全般に関する物事を合理的に推論し理解する志向性を身に
付ける。

国際科学特論 I
{0201E}

国際科学特論Ⅲ
{0301E}

国際科学特論Ⅴ
{0401E}

国際科学特論Ⅶ
{0501E}

国際科学特論Ⅸ
{0601E}

国際科学特論Ⅹ
{0602E}

国際科学特論Ⅱ
{0202E}

国際科学特論Ⅳ
{0302E}

国際科学特論Ⅷ
{0502E}

国際科学特論Ⅵ
{0402E}

知識の深化と
拡大

C-2-3. 実験等で得られた結果に関して、データの的確な分析と物理
法則に基づく解析を通して筋道の通った論理を構築し、説明するこ
とができる。

C-2-6. 討論を通じて問題のより深い理解に到達する技術を身に付け
る。

C-2-6. 関連分野の最先端の研究成果や話題になっている現象に関し
て、各種の物理法則をもとにして説明することができる。

C-2-5. 英語の文章を読み，簡単な意思の疎通を図ることができる。
C-2-5. 得られた結果を適切な物理法則を用いて解析し、その結果を
英語で説明することができる。

C-2-4. 自らの研究成果を，専門分野の研究会で発表することができ
る。

C-2-4. 設定した課題を解決するための実験や理論式を自ら設計する
ことができる。

C-2-3. 実験、及び理論研究を計画的に進めることができる。
C-2-3. 周辺の環境・状況に配慮して、研究を計画的に進めることが
できる。

半導体物理学
{6308}

磁性体物理学
{6307}

理論核物理学
{6304}

磁性体物理学
{6308}

複雑系物理学
{6309}

磁性体物理学
{6309}

リサーチプロポーザル
{5231}

C-2-1. 客観的証拠に基づく物理的事実の把握の方法を身に付ける。
C-2-1. 文献調査や意見交換等により、関連分野の最新研究動向を把
握する能力を身につける。

数値計算
C-1-5. 物理学の典型的現象を、計算機活用して数値的に解析でき
る。

C-1-6. 計算機を用いて、理論の数値解析および実験データの解析がで
きる。

C-1-5. 独自の計算機プログラムを開発し、理論の数値解析および実
験データの解析ができる。

C-1-4. 各種の物理実験の結果を科学的文章でレポートにまとめるこ
とができる。

C-1-5. 研究で得られた実験結果を考察し、論文にまとめることができ
る。

C-1-4. 実験事実に基づき合理的推論を行い、英語で学術論文にまと
めることができる。

実験核物理学
{6303}

素粒子実験
{6301}

半導体物理学
{6308}

磁性体物理学
{6307}

理論核物理学
{6304}

素粒子理論
{6302}

複雑系物理学
{6309}

素励起物理学
{6305}

数学
C-1-1. 物理学の基礎的理解に必要な数学（微分積分学、ベクトル解
析、フーリエ解析等）を身に付け、自然現象の典型的問題を数理的
に解析できる。

C-1-1. 専門分野で用いられている数理的解析方法を理解し応用するこ
とができる。

C-1-1 専門分野で用いられている数理的解析手法を理解し、各種目
的に合わせて適切に改良・最適化することができる。

実験
B-6. 物理学の典型的現象に関する実験を行い、実験手順や手法の原
理、および物理法則に基づいた実験結果の説明ができる。

A-7 英語の文章を読み，簡単な意思の疎通を図ることができる。
A-5  科学技術英語を適切に使って、学術論文を英語で執筆すること
ができる。

リサーチレビュー{5102}

英語表現Ⅰ
{5211}

英語表現II
{5212}

ディベーティング
{5241}

先端学際科学
{5101}

先端学際科学
{5101}

A-4 基本法則に基づいた原理的視点により，問題を理解し取り組む態
度を身に付ける。

A-3 物事を合理的に推論し理解する志向性を身に付ける。

サイバーセキュリティ基礎論

A-2 事実を客観的に把握する態度を身に付ける。
A-2 物理学の基本法則に基づいた原理的視点により、問題を理解
し、解決に向けた方向性を提案することができる。

リサーチマネージメント初級Ⅰ
{5221}

リサーチマネージメント初級Ⅱ
{5222}

リサーチマネージメント初級Ⅲ
{5223}

A-1 物理学分野に限らず、自然現象一般に対して、積極的に好奇心を
もつ。

A-1 自然や科学的現象一般に対して、好奇心をもち、新しいことに
も積極的に取り組むことができる。

フロンティア科学Ⅰ
{5103}

フロンティア科学Ⅱ
{5104}

Tuning  領域 到達目標　学士課程 修士課程（物理学専攻） 博士課程（物理学専攻） 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 春期 秋期 春期 秋期

1年生 2年生 3年生 4年生 M1 M2 M1&M2 D1-3

導入・基礎 発展 統合 展開 展開

到達目標の達成度評価（指導教員・副指導教員進捗報告、中講座での中間発表会、修士論文審査） 到達目標の達成度評価（指導教員・副指導教員進捗報告、博士論文審査）

学年

学士課程の時期区分

アセスメント計画 基礎学力調査と基礎科目の成績分布・授業評価アンケート 重点科目（専攻基礎科目）の成績分布と授業評価アンケート（焦点化した知識・能力について確認） ルーブリックによる卒業研究評価

 物理学特別講義I
 （最先端物理学）最先端物理学A・B{3911}

物理学ゼミナールA・B
{3921}

基幹教育セミナー リサーチマネージメント上級Ⅰ
{7201}

文系デイシプリン科目
理系ディシプリン科目

文系デイシプリン科目
理系ディシプリン科目

国際科学I
{0101E}

国際科学Ⅱ
{0102E}

物理学特別研究
{7101}

問題解決
能力

C-2-2. 最先端物理に関する外国語文献に触れ、そこから導かれた新
しい知識や解析方法を用いて、自然科学分野の典型的現象を分析し
て説明することができる。

物理学ゼミナールA・B
{3921}

リサーチマネージメント初級Ⅱ
{5222}

物理学特別研究IA・ⅠB
{4941}

物理学特別研究IIA・ⅡB
{4942}

課題協学科目

自然科学総合実験

主体的な
学び

A-1. 深い専門的知識と豊かな教養を背景とし、自ら問題を見出し、
創造的・批判的に吟味・検討することができる。【基幹教育院】

物理学入門ⅠＡ・ⅠＢ
{1711}

物理学入門ⅡＡ・ⅡＢ{1912}

A-6 コミュニケーション能力（討論能力、他分野を理解する能力、語
学力など）と表現能力（発表能力など）を身に付け、科学者、理学専
門家としての基礎を養う。

A-4 日本語だけでなく、英語によるコミュニケーション能力と表現
能力を修得し、国際的に活躍できる科学者、理学専門家としての素
養を身に付ける。

言語文化基礎科目（第２外国語） 言語文化基礎科目（第２外国語）

主体的な
学び・協
働

表現・発表
A-3. 文章表現能力、口頭発表能力、及び討議力を持って広く世界と
交流し、効率的に情報を発信・吸収できる。英文の物理学の教科書
の内容を理解できる。

学術英語アカデミックイシューズ
学術英語グローバルイシューズ
（旧　学術英語A・リセプション
学術英語A・プロダクション）

学術英語プロダクション１・２
（旧　学術英語B・インテグレイト）

学術英語テーマベース
学術英語スキルベール
（旧 学術英語C・テーマベース
　　　学術英語C・スキルベース）

学術英語テーマベース
学術英語スキルベール
（旧 学術英語C・テーマベース
学術英語C・スキルベース）

物理学実験Ⅰ・Ⅱ{3821}・化学物理学実験{3822}
生物物理学実験{3823}・地球物理学実験{3824}

協働
A-2. 多様な知の交流を行い、他者と協働し問題解決にあたることが
できる。【基幹教育院】

A-5 科学や技術と社会のかかわりを理解し，自然科学の専門家として
の役割や責任を認識する。

A-3 科学や技術と社会のかかわりを理解し、自然科学の専門家とし
ての役割や責任を認識する。

健康・スポーツ科学演習

物理学ゼミナールA・B
{3921}

連続体力学II
{3132}

物理学総合演習
{3931}

自然科学
B-1. 物理学や数学などの自然科学分野において、基礎的な理論や概
念を説明できる。

微分積分学Ⅰ（旧　微分積分学・同演習A） 微分積分学Ⅱ（旧 微分積分学・同演習B）

線形代数学Ⅰ（旧 線形代数・同演習A） 線形代数学Ⅱ（旧　線形代数・同演習B）

無機物質化学Ⅰ・Ⅱ（旧　無機物質化学） 有機物質化学Ⅰ・Ⅱ（旧 有機物質化学）

B-2. 古典力学の基本法則・概念（運動の三法則、物理量の保存則
等）を理解し、典型的力学現象を説明できる。

力学基礎（旧 基幹物理学ⅠＡ） 力学・同演習
{2111}

解析力学
{3111}

力学基礎演習（旧　基幹物理学ⅠＡ演習） 物理学基礎演習
{3121}

連続体力学I
{3131}

振動と波動A・B
{2721}

物理学総合演習
{3931}

量子力学II
{2212}

原子分子の量子力学
{3221}

量子力学III
{3213}

量子統計物理学
{6202}

場の量子論
{6201}

物理学総合演習
{3931}

電磁気学
B-3. 電磁気学の基本法則・概念（マクスウエル方程式、場・近接相
互作用の概念等）を理解し、典型的な電磁気学的現象を説明できる

電磁気学基礎・熱力学基礎（旧 基幹物理学ⅠＢ） 電磁気学Ⅰ・同演習
{2311}

電磁気学II
{2312}

電磁気学基礎演習・熱力学基礎演習（旧 基幹物理学ⅠＢ演習） 物理学総合演習
{3931}

知識・理
解

B-1 物理学一般の基礎的な理解のもとに，専門分野およびその周辺分
野について，基本的な専門知識を身に付けている。
B-2 専門分野の典型的な問題や現象について，理解し説明できる。
B-3 専門分野に関連した技術発展を理解し説明できる。

B 物理学の基本科目に関して、広く深い知識を有し、各専門分野に
おける典型的な現象を理解し、物理法則を用いて説明することがで
きる。

自然科学総合実験 基礎物理実験学・同実験A・B{2811}

力学

物理学実験Ⅰ・Ⅱ{3821}・化学物理学実験{3822}
生物物理学実験{3823}・地球物理学実験{3824}

物理学
特別講義
1～30
{6401}
～
{6430}

熱統計力学
B-5. 熱統計力学の基本法則・概念（熱力学の三法則、統計力学の手
法、古典的・量子的統計性等）を理解し、巨視的世界の典型的現象
を説明できる。

電磁気学基礎・熱力学基礎（旧 基幹物理学ⅠＢ） 熱力学A・B
{2411}

統計力学I・同演習
{2421}

統計力学II
{2422}

相転移の統計力学
{3421}

非平衡物理学
{6203}

非線形物理学
{6306}

電磁気学基礎演習・熱力学基礎演習（旧 基幹物理学ⅠＢ演習） 物理学総合演習
{3931}

量子力学
B-4. 量子力学の基本法則・概念（シュレディンガー方程式、不確定
性原理等）を理解し、微視的世界の典型的現象を説明できる。

現代物理学基礎（旧 基幹物理学Ⅱ） 量子力学I・同演習
{2211}

物性物理学III
{3513}

生物物理学A・B
{3773}

原子核物理学
{3611}

素粒子物理学
{3621}

宇宙物理学
{3331}

特殊相対性理論・電気力学
{3321}

一般相対性理論
{3322}

電磁流体力学
{3761}

C-1-3  専門分野で用いられている実験装置の動作原理を理解し、正
しく操作し、必要な改良ができる。

物理実験学
{3831}

物理学実験Ⅰ・Ⅱ{3821}・化学物理学実験{3822}
生物物理学実験{3823}・地球物理実学験{3824}

原子核・高エネルギー実験学A・B{3631}

物理学特別研究IA・ⅠB
{4941}

物理学特別研究ⅡA・ⅡB
{4942}

物理
C-1-2. 専門性の高い物理分野（素粒子、原子核、宇宙、物性、光
学、流体、生物物理等）における基本法則・概念を理解し、各分野
における典型的な問題に関して適切な物理法則を適用できる。

C-1-3. 専門分野の具体的課題に関して，日本語及び英語の文献を調査
し，問題点及び研究の状況を把握することができる。
C-1-2. 学部で学んだ各専門分野に関する知見をもとに、より高度な視
点から、各分野の関連現象を物理的に説明することができる。

C-1-2 専門分野の具体的課題に関して、日本語及び英語の文献を調
査し、問題点及び研究の状況を把握することができる。

物性物理学I
{3511}

物性物理学II
{3512}

知識・理
解の応用
（適用・
分析）

数値計算法A・B
{3751}

物理学入門ⅠＡ・ⅠＢ
{1711}

物理数学ⅠＡ・ⅠＢ {2731}・物理数学演習Ⅰ{　　} 物理数学ⅡＡ・ⅡＢ{2732}・・物理数学演習Ⅱ　{　　}

実験

物理学実験Ⅰ・Ⅱ{3821}・化学物理学実験{3822}
生物物理学実験{3823}・地球物理実学験{3824}

C-1-3. 物理系の実験で用いる典型的な装置の原理を理解し、使用法
を習得する。

C-1-4. 専門分野で用いられている実験装置の動作原理を理解し，正し
く操作し，必要な改良ができる。

リサーチ
プレゼン
テーション
III
{7206}

C-2-2. 専門分野の研究の調査，企画，管理，評価および成果発信を行
う能力を身に付ける。

C-2-2. 最先端の研究成果や話題になっている現象に関して、物理法
則をもとにして説明することができる。

物理実験学
{3831}

原子核物理学
{3611}

素粒子物理学
{3621}

宇宙物理学
{3331}

生物物理学A・B
{3773}

一般相対性理論
{3322}

電磁流体力学
{3761}

問題抽出
能力

C-2-1. 専門性の高い物理学の知識及び豊かな素養を身に付け、与え
られた課題を論理的に整理・抽出することができる。

物性物理学I
{3511}

物性物理学II
{3512}

物性物理学III
{3513}

リサーチマネージメント初級Ⅲ
{5223}

物理学特別研究I
{6101}
物理学特別研究II
{6102}

リサーチマネージメント上級Ⅰ
{7201}

リサーチマネージ
メント上級II
{7202}

リサーチマネージ
メント上級III
{7203]

物理学
特別講義
1～30
{6401}
～
{6430}

物理学
特別講義
1～30
{6401}
～
{6430}

リサーチ
プレゼン
テーション
I
{7204}

リサーチ
プレゼン
テーション
II
{7205}

物理学
特別講義
１～３０
{6401}
～
{6430}

リサーチ
プレゼン
テーション
I
{7204}

リサーチ
プレゼン
テーション
II
{7205}

リサーチ
プレゼン
テーション
III
{7206}

リサーチマネージ
メント上級II
{7202}

リサーチマネージ
メント上級III
{7203]

新しい知
見の創出
（評価・
創造）

物理学実験Ⅰ・Ⅱ{3821}・化学物理学実験{3822}
生物物理学実験{3823}・地球物理学実験{3824}

物理学特別研究IA・ⅠB
{4941}

物理学特別研究IIA・ⅡB
{4942}

リサーチマネージメント初級Ⅰ
{5221}

原子核・高エネルギー実験学A・B{3631}

研究能力
D-2 先端的研究活動に携わり、高いレベルの物理学の知識及び豊か
な素養を身に付ける。

物理学実験Ⅰ・Ⅱ{3821}・化学物理学実験{3822}
生物物理学実験{3823}・地球物理学実験{3824}

専門性・学際
性・国際性

D-国際【国際理学コース】幅広い理学分野の科学的知見を学び、英
語による教養科学、科学英語、国際コミュニケーション力等を身に
付ける。

国際科学I
{0101E}

国際科学Ⅱ
{0102E}

物理学特別研究
{7101}

リサーチマネージメント初級Ⅲ
{5223}

物理学ゼミナールA・B
{3921}

リサーチマネージメント初級Ⅰ
{5221}

リサーチマネージメント初級Ⅱ
{5222}

リサーチマネージメント上級Ⅰ
{7201}

リサーチマネージ
メント上級II
{7202}

リサーチマネージ
メント上級III
{7203]

理学部 物理学科 物理学コース・理学府 物理学専攻 カリキュラムマップ　・　FR

学年

実践

社会還元
D-4. 物理学の視点から自然科学の社会還元の促進を検討することが
できる。

物理学特別研究IA・ⅠB
{4941}

物理学特別研究IIA・ⅡB
{4942}

物理学特別研究I
{6101}
物理学特別研究II
{6102}



凡例
科⽬区分（再掲は薄⾊
表⽰）

基幹教育必修 基幹教育選択必修 専攻必修 専攻選択
国際コース
選択必修

卒業研究
修⼠課程
必修科⽬

修⼠課程
選択必修科⽬

修⼠課程
選択科⽬

博⼠課程選択科⽬ 研究指導

1年生 2年生 3年生 4年生 M1 M2 M1&M2 D1-3

Tuning  領域 学修目標　学士課程 修士課程 博士課程 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 春期 秋期 春期 秋期

D-7. 科学・技術と社会のかかわりを理解し，課程修了後のキャリアパ
スを設計する能力を養う。

D-7.  科学技術の成果の社会への還元のための方策を、国際的な視点に
立って検討することができる。

先端学際科学
{5101}

D-6. 自らの考えや実験結果を、英語で分かりやすく伝える能力を養
う。

D-6. 個々の理学研究テーマに基づき、問題点を自ら設定、解決する能
力、および論理的思考能力を涵養し、各分野で進められている理学研
究のための基盤を構築する能力を養う。

英語表現Ⅰ
{5211}
英語演習Ⅰ
{5313}

英語表現II
{5212}
英語演習II
{5314}

積極性・
柔軟性

D-3. 単純には理解できない不思議な自然現象に関して、物理学の基本
法則に基づき、積極的に考察することができる。

D-5. 物理法則に基づいた原理的視点により，問題を理解し取り組む態
度を身に付ける。

D-5.  これまでに体得した物理的素養に基づいた多面的視点により、問
題を理解し取り組む態度を身に付ける。

D-4. 個々の理学研究テーマに基づき、問題点を自ら設定、解決する能
力、および論理的思考能力を涵養し、推進している理学研究のための
基盤を構築する能力を養う。

D-4. 個々の理学研究テーマに基づき、問題点を自ら設定、解決する能
力、および論理的思考能力を涵養し、推進している理学研究のための
基盤を構築する。

D-3. 関連する研究分野の科学技術の動向や今後の展望などを調べ、ま
とめることができる。

D-3.  分野の世界的研究動向や展望を踏まえつつ、適切な研究課題を設
定できる。

リサーチレビュー
{5102}

リサーチレビュー上級
{7301}

D-2. 科学研究の公正さを保証するための基本事項を理解し守ることが
できる。

D-2.  科学研究の公正さを保証するための事項を適切に理解し、健全性
の向上に努めることができる。

科学倫理・哲学
{5337}

論理的思考
D-1. 非典型的な自然科学現象を正確・明確・端的に論述・説明するこ
とができる。

D-1. 物事を合理的に推論し理解する志向性を身に付ける。
D-1.  科学全般に関する物事を合理的に推論し理解する志向性を身に付
ける。

国際科学特論 I
{0201E}

国際科学特論Ⅲ
{0301E}

国際科学特論Ⅴ
{0401E}

国際科学特論Ⅶ
{0501E}

国際科学特論Ⅸ
{0601E}

国際科学特論Ⅹ
{0602E}

国際科学特論Ⅱ
{0202E}

国際科学特論Ⅳ
{0302E}

国際科学特論Ⅷ
{0502E}

国際科学特論Ⅵ
{0402E}

知識の深化と拡大
C-2-3. 実験等で得られた結果に関して、データの的確な分析と物理法
則に基づく解析を通して筋道の通った論理を構築し、説明することが
できる。

C-2-6. 討論を通じて問題のより深い理解に到達する技術を身に付け
る。

C-2-6. 関連分野の最先端の研究成果や話題になっている現象に関し
て、各種の物理法則をもとにして説明することができる。

C-2-5. 英語の文章を読み，簡単な意思の疎通を図ることができる。
C-2-5. 得られた結果を適切な物理法則を用いて解析し、その成果を英
語で説明することができる。

C-2-4. 自らの研究成果を，専門分野の研究会で発表することができ
る。

C-2-4. 設定した課題を解決するための実験や理論式を自ら設計するこ
とができる。

C-2-3. 実験、及び理論研究を計画的に進めることができる。
C-2-3. 周辺の環境・状況に配慮して、研究を計画的に進めることがで
きる。

半導体物理学
{6308}

磁性体物理学
{6307}

C-2-2. 専門分野の研究の調査，企画，管理，評価および成果発信を行
う能力を身に付ける。

C-2-2. 最先端の研究成果や話題になっている現象に関して、物理法則
をもとにして説明することができる。

理論核物理学
{6304}

素粒子理論
{6302}

C-2-1. 客観的証拠に基づく物理的事実の把握の方法を身に付ける。
C-2-1. 文献調査や意見交換等により、関連分野の最新研究動向を把握
する能力を身につける。

複雑系物理学
{6309}

素励起物理学
{6305}

数値計算 C-1-5. 物理学の典型的現象を、計算機活用して数値的に解析できる。
C-1-6. 計算機を用いて、理論の数値解析および実験データの解析がで
きる。

C-1-5. 独自の計算機プログラムを開発し、理論の数値解析および実験
データの解析ができる。

C-1-4. 各種の物理実験の結果を科学的文章でレポートにまとめること
ができる。

C-1-5. 研究で得られた実験結果を考察し、論文にまとめることができ
る。

C-1-4. 実験事実に基づき合理的推論を行い、英語で学術論文にまとめ
ることができる。

実験核物理学
{6303}

素粒子実験
{6301}

半導体物理学
{6308}

磁性体物理学
{6307}

理論核物理学
{6304}

素粒子理論
{6302}

複雑系物理学
{6309}

素励起物理学
{6305}

数学
C-1-1. 物理学の基礎的理解に必要な数学（微分積分学、ベクトル解
析、フーリエ解析等）を身に付け、自然現象の典型的問題を数理的に
解析できる。

C-1-1. 専門分野で用いられている数理的解析方法を理解し応用するこ
とができる。

C-1-1 専門分野で用いられている数理的解析手法を理解し、各種目的
に合わせて適切に改良・最適化することができる。

実験
B-6. 物理学の典型的現象に関する実験を行い、実験手順や手法の原
理、および物理法則に基づいた実験結果の説明ができる。

A-7 英語の文章を読み，簡単な意思の疎通を図ることができる。
A-5  科学技術英語を適切に使って、学術論文を英語で執筆することが
できる。

リサーチレビュー{5102}

A-6 コミュニケーション能力（討論能力、他分野を理解する能力、語
学力など）と表現能力（発表能力など）を身に付け、科学者、理学専
門家としての基礎を養う。

A-4 日本語だけでなく、英語によるコミュニケーション能力と表現能
力を修得し、国際的に活躍できる科学者、理学専門家としての素養を
身に付ける。

英語表現Ⅰ
{5211}
英語演習Ⅰ
{5313}

英語表現II
{5212}
英語演習II
{5314}

先端学際科学
{5101}

科学倫理・哲学
{5337}

A-4 基本法則に基づいた原理的視点により，問題を理解し取り組む態
度を身に付ける。

A-3 物事を合理的に推論し理解する志向性を身に付ける。

サイバーセキュリティ基礎論

A-2 事実を客観的に把握する態度を身に付ける。
A-2 物理学の基本法則に基づいた原理的視点により、問題を理解し、
解決に向けた方向性を提案することができる。

リサーチアドミニストレーショ
ン初級Ⅰ{5221}

リサーチアドミニストレーショ
ン初級Ⅱ
{5222}

リサーチアドミニストレーショ
ン初級Ⅲ
{5223}

A-1 物理学分野に限らず、自然現象一般に対して、積極的に好奇心を
もつ。

A-1 自然や科学的現象一般に対して、好奇心をもち、新しいことにも
積極的に取り組むことができる。

広域基礎科学I
{5335}
フロンティア科学Ⅰ{5103}

広域基礎科学II
{5336}
フロンティア科学Ⅱ{5104}

Tuning  領域 学修目標　学士課程 修士課程 博士課程 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 春期 秋期 春期 秋期

1年生 2年生 3年生 4年生 M1 M2 M1&M2 D1-3

導入・基礎 発展 統合 展開 展開

到達目標の達成度評価（指導教員・副指導教員進捗報告、中講座での中間発表会、修士論文審査） 到達目標の達成度評価（指導教員・副指導教員進捗報告、博士論文審査）

学年

学士課程の時期区分

アセスメント計画 基礎学力調査と基礎科目の成績分布・授業評価アンケート 重点科目（専攻基礎科目）の成績分布と授業評価アンケート（焦点化した知識・能力について確認）    ルーブリックによる卒業研究評価

基幹教育セミナー インターンシップ上級
{7305}

インターンシップ上級
{7305}

インターンシップ上級
{7305}

文系デイシプリン科目
理系ディシプリン科目

文系デイシプリン科目
理系ディシプリン科目

国際科学I
{0101E}

国際科学Ⅱ
{0102E}

物理学特別研究I
{6101}
物理学特別研究II
{6102}

物理学特別研究
{7101}

問題解決
能力

C-2-2. 最先端物理に関する外国語文献に触れ、そこから導かれた新し
い知識や解析方法を用いて、自然科学分野の典型的現象を分析して説
明することができる。

物理学ゼミナールA・B
{3921}

問題抽出
能力

物理学
特別講義
1～30
{6401}
～
{6430}

インターンシップ上級
{7305}

アドバンストサイエンティスト共通基礎科目I{5333}
アドバンストサイエンティスト共通基礎科目II{5334}

自然科学総合実験

主体的な
学び

A-1. 深い専門的知識と豊かな教養を背景とし、自ら問題を見出し、創
造的・批判的に吟味・検討することができる。【基幹教育院】

物理学入門ⅠＡ・ⅠＢ
{1711}

物理学入門ⅡＡ・ⅡＢ{1912} 最先端物理学A・B{3911} 物理学ゼミナールA・B
{3921}

協働
A-2. 多様な知の交流を行い、他者と協働し問題解決にあたることがで
きる。【基幹教育院】

A-5 科学や技術と社会のかかわりを理解し，自然科学の専門家として
の役割や責任を認識する。

A-3 科学や技術と社会のかかわりを理解し、自然科学の専門家として
の役割や責任を認識する。

健康・スポーツ科学演習 課題協学科目

物理学特別研究IA・ⅠB
{4941}

物理学特別研究IIA・ⅡB
{4942}

リサーチ
レビュー上級
{7301}

言語文化基礎科目（第２外国語） 言語文化基礎科目（第２外国語） 物理学実験Ⅰ・Ⅱ{3821}・化学物理学実験{3822}
生物物理学実験{3823}・地球物理学実験{3824}

インターンシップ初級I{5331}
インターンシップ初級II{5332}

主体的な
学び・協
働

表現・発表
A-3. 文章表現能力、口頭発表能力、及び討議力を持って広く世界と交
流し、効率的に情報を発信・吸収できる。英文の物理学の教科書の内
容を理解できる。

学術英語アカデミックイシューズ
学術英語グローバルイシューズ
（旧　学術英語A・リセプション
学術英語A・プロダクション）

学術英語プロダクション１・２
（旧　学術英語B・インテグレイト）

学術英語テーマベース
学術英語スキルベール
（旧 学術英語C・テーマベース
　　　学術英語C・スキルベース）

学術英語テーマベース
学術英語スキルベール
（旧 学術英語C・テーマベース
学術英語C・スキルベース）

物理学ゼミナールA・B
{3921}

連続体力学Ⅱ
{3132} 物理学総合演習

{3931}

自然科学
B-1. 物理学や数学などの自然科学分野において、基礎的な理論や概念
を説明できる。

微分積分学Ⅰ（旧　微分積分学・同演習A） 微分積分学Ⅱ（旧 微分積分学・同演習B）

線形代数学Ⅰ（旧 線形代数・同演習A） 線形代数学Ⅱ（旧　線形代数・同演習B）

無機物質化学Ⅰ・Ⅱ（旧　無機物質化学） 有機物質化学Ⅰ・Ⅱ（旧 有機物質化学）

B-2. 古典力学の基本法則・概念（運動の三法則、物理量の保存則等）
を理解し、典型的力学現象を説明できる。

力学基礎（旧 基幹物理学ⅠＡ） 力学・同演習
{2111}

解析力学
{3111}

力学基礎演習（旧　基幹物理学ⅠＡ演習） 物理学基礎演習
{3121}

連続体力学I
{3131}

振動と波動A・B
{2721}

物理学総合演習
{3931}

量子力学Ⅱ
{2212}

原子分子の量子力学
{3221}

量子力学III
{3213}

量子統計物理学
{6202}

場の量子論
{6201}

物理学総合演習
{3931}

電磁気学
B-3. 電磁気学の基本法則・概念（マクスウエル方程式、場・近接相互
作用の概念等）を理解し、典型的な電磁気学的現象を説明できる

電磁気学基礎・熱力学基礎（旧 基幹物理学ⅠＢ） 電磁気学I・同演習
{2311}

電磁気学Ⅱ
{2312}

電磁気学基礎演習・熱力学基礎演習（旧 基幹物理学ⅠＢ演習）

物理学総合演習
{3931}

知識・理
解

B-1 物理学一般の基礎的な理解のもとに，専門分野およびその周辺分
野について，基本的な専門知識を身に付けている。
B-2 専門分野の典型的な問題や現象について，理解し説明できる。
B-3 専門分野に関連した技術発展を理解し説明できる。

B 物理学の基本科目に関して、広く深い知識を有し、各専門分野にお
ける典型的な現象を理解し、物理法則を用いて説明することができ
る。

自然科学総合実験 基礎物理実験学・同実験A・B{2811}

力学

物理学実験Ⅰ・Ⅱ{3821}・化学物理学実験{3822}
生物物理学実験{3823}・地球物理学実験{3824}

物理学
特別講義
1～30
{6401}
～
{6430}

熱統計力学
B-5. 熱統計力学の基本法則・概念（熱力学の三法則、統計力学の手
法、古典的・量子的統計性等）を理解し、巨視的世界の典型的現象を
説明できる。

電磁気学基礎・熱力学基礎（旧 基幹物理学ⅠＢ） 熱力学Ａ・Ｂ
{2411}

統計力学I・同演習
{2421}

統計力学II
{2422}

相転移の統計力学
{3421}

非平衡物理学
{6203}

非線形物理学
{6306}

電磁気学基礎演習・熱力学基礎演習（旧 基幹物理学ⅠＢ演習）

物理学総合演習
{3931}

量子力学
B-4. 量子力学の基本法則・概念（シュレディンガー方程式、不確定性
原理等）を理解し、微視的世界の典型的現象を説明できる。

現代物理学基礎（旧 基幹物理学Ⅱ） 量子力学I・同演習
{2211}

物性物理学II
{3512}

知識・理
解の応用
（適用・
分析）

数値計算法A・B
{3751}

物性物理学III
{3513}

生物物理学A・B
{3773}

原子核物理学
{3611}

素粒子物理学
{3621}

宇宙物理学
{3331}

特殊相対性理論・電気力学
{3321}

一般相対性理論
{3322}

電磁流体力学
{3761}

C-1-3  専門分野で用いられている実験装置の動作原理を理解し、正し
く操作し、必要な改良ができる。

物理実験学
{3831}

物理学実験Ⅰ・Ⅱ{3821}・化学物理学実験{3822}
生物物理学実験{3823}・地球物理学実験{3824}

原子核・高エネルギー実験学Ａ・Ｂ[3631}

物理学特別研究ⅠＡ・ⅠＢ
{4941}

物理学特別研究ⅡＡ・ⅡＢI
{4942}

物理学入門ⅠＡ・ⅠＢ
{1711}

物理数学ⅠＡ・ⅠＢ {2731}・物理数学演習Ⅰ{　　} 物理数学ⅡＡ・ⅡＢ{2732}・・物理数学演習Ⅱ　{　　}

物理
C-1-2. 専門性の高い物理分野（素粒子、原子核、宇宙、物性、光学、
流体、生物物理等）における基本法則・概念を理解し、各分野におけ
る典型的な問題に関して適切な物理法則を適用できる。

専門性・学際性・国
際性

D-国際【国際理学コース】幅広い理学分野の科学的知見を学び、英語
による教養科学、科学英語、国際コミュニケーション力等を身に付け
る。

国際科学I
{0101E}

国際科学Ⅱ
{0102E}

リサーチアドミニストレーショ
ン初級Ⅰ{5221}

実験

物理学実験Ⅰ・Ⅱ{3821}・化学物理学実験{3822}
生物物理学実験{3823}・地球物理学実験{3824}

C-1-3. 物理系の実験で用いる典型的な装置の原理を理解し、使用法を
習得する。

C-1-4. 専門分野で用いられている実験装置の動作原理を理解し，正し
く操作し，必要な改良ができる。

原子核・高エネルギー実験学A・B{3631}

物理学実験Ⅰ・Ⅱ
{3831}

原子核物理学
{3611}

素粒子物理学
{3621}

宇宙物理学
{3331}

生物物理学A・B
{3773}

一般相対性理論
{3322}

電磁流体力学
{3761}

C-1-3. 専門分野の具体的課題に関して，日本語及び英語の文献を調査
し，問題点及び研究の状況を把握することができる。
C-1-2. 学部で学んだ各専門分野に関する知見をもとに、より高度な視
点から、各分野の関連現象を物理的に説明することができる。

C-1-2 専門分野の具体的課題に関して、日本語及び英語の文献を調査
し、問題点及び研究の状況を把握することができる。

物性物理学I
{3511}

リサーチアドミニストレーショ
ン初級Ⅱ
{5222}

リサーチアドミニストレーショ
ン初級Ⅲ
{5223}

新しい知
見の創出
（評価・
創造）

物理学実験Ⅰ・Ⅱ{3821}・化学物理学実験{3822}
生物物理学実験{3823}・地球物理学実験{3824}

物理学特別研究ⅠA・ⅠB
{4941}

物理学特別研究ⅡA・ⅡB
{4942}

C-2-1. 専門性の高い物理学の知識及び豊かな素養を身に付け、与えら
れた課題を論理的に整理・抽出することができる。

物性物理学I
{3511}

物性物理学II
{3512}

物性物理学Ⅲ
{3513}

物理学
特別講義
1～30
{6401}
～
{6430}

物理学
特別講義
1～30
{6401}
～
{6430}

理学部 物理学科 物理学コース・理学府 物理学専攻 カリキュラム・マップ ・AS

学年

実践

社会還元
D-4. 物理学の視点から自然科学の社会還元の促進を検討することがで
きる。

物理学特別研究ⅠＡ・ⅠB
{4941}

物理学特別研究ⅡＡ・ⅡB
{4942}

インターンシップ初級I{5331}
インターンシップ初級II{5332}

物理学特別研究I
{6101}
物理学特別研究II
{6102}

物理学ゼミナールA・B
{3921}

リサーチアドミニストレーショ
ン初級Ⅰ{5321}

リサーチアドミニストレーショ
ン初級Ⅱ
{5322}

研究能力
D-2 先端的研究活動に携わり、高いレベルの物理学の知識及び豊かな
素養を身に付ける。

物理学実験Ⅰ・Ⅱ{3821}・化学物理学実験{3822}
生物物理学実験{3823}・地球物理学実験{3824}

アドバンストサイエンティスト共通基礎科目I{5333}
アドバンストサイエンティスト共通基礎科目II{5334}

インターンシップ上級
{7305}

物理学特別研究
{7101}

リサーチアドミニストレーショ
ン初級Ⅲ
{5323}

リサーチアドミニストレーショ
ン上級Ⅰ
{7302}

リサーチアドミニストレーショ
ン上級Ⅱ
{7303}

リサーチアドミニストレーショ
ン上級Ⅲ
{7304}


